
甲府における初動方向からみた地震の活動域について*

山本明雄料

き1まえがき

この調査は気象庁地震課より提案されている「地震予

'知のための予備調査」のB調査に該当し，甲府の初動の

押し引きから，地震活動域の単位，およびこれに付随し

た調査結果で、ある.

1. 甲府における地震資料

高橋仁造林

550.340.1 

資料は1952年から1961年の10年間にウィーへルト地震

計によって観測された地震で，震源地のわかっているも

のである.用いた資料は押し69個引き 163個である.

2. 押し引き分布

第1図は上記の資料にもとづ、き震央位置を初動の上下

動の押し，引き別に〔押しならば (e)，引きならば

(0)印〕したものである.深さミ100km震源は(<))

第 1図震央分布と押し引き分布図'

印で 100km未満のものと区別されている.

* A. Yamamoto and G. Takahashi Relations Be-
tween the Distribution of Epicenters and the lni-

tial Motions Observed at Kofu (Received April 14， 

1967) 
ヰ* 甲府地方気象台
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この図からみると引きの多じ地域は

i )山梨県東部，及び南部

ii)茨城県南西部

iii)千葉県中部，及び北部

iv)伊豆諸島付近
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v)銚子付近

vi)鹿島灘

vii)岐阜県

回: 宿主!.J-'<.. 仏子 幸R 第 34巻 第 1，2，3.号

iii)房総半島はるか南東沖より北東にかけての地j哀

が目立ち，押し，引きは地域的に規則正しく分布しい

る.

押しの多い地域としては

i )山梨県西部
~ 2 初動の押し引きの鉛直分布

東経139.50付近(深さ、 100 km以上が多い)

ii)千葉県南部

第 1図で平面的な傾向がわかっ'たので，これをもとに

して緯度一度ごとに鉛直な断面をとったものを第2図カ』
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押し引きの鉛直分布(1952~1961)
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押し引きの鉛直分布(1952~1961)
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第 4 図押'し引きの鉛直分布 (1952~1961)

第 1表

4 I 山梨県東部ト5.4ー!…9.11 

5 l 千葉県北部中部 |卜3一5口ル山3μμ~寸35.911
羽山…?←い~斗

1凶川川ω川ベ41十|卜55心l卜ド川川2幻イ十7イ十l卜321

7ぺ|…カ東州心…3お…5ル…いω山 3お山5
8 1長野県北M 部 136.1-川38…

単

位 I震央地名

可伊豆諸島付近

範 囲
備考

。N OE 

9 .1 茨城県南西部

100 I引きばかりで，深さは浅い
|押しが多く， 40 km~6_0 km 
63 I 
|以内に集まっている.

赤石山脈に震源をもっ地震は

50 I押し富士川下流域のものは

全部引き，深さOkm~20km.

|やや群発性の傾向があり，引
100 I 
|き集合体である.

|群発性がきわめて顕著で引き84 I .， ~ 
!が多い.

100 I資料は少ないが引きのみ

|押しのみ. 7と11は同ーのも
100 I 
!のか.

l資料は少ないが.押しやや多
67f 

|群発性の傾向が顕著.引きが
94 I多く仇やや深い所に分布して
いる.

100 I引きのみ

100 I広い地域にわたっ七押し卓越

1∞|押しのぶ
|震源域は幅も広く底も深い.
56 I押し引きの不連続面があり，
|房総までのびる.

31 京競…創山問1日m…3鈎9
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4 験震時報第 34巻第 1，2，3号

ら第4図でしめす.

これ等の図と第1図とを比較検討しながら，顕著な地

震活動の単位を決めると第1表のような活動域が13考え

られる.

第 5図は千葉県中部の押し引きの鉛直分布であるが，

ある傾斜をもった不連続面が考えられる.

東経 141.0。から 142.50 までの経度の鉛直断面をとっ

'たものを第6図にしめす.これらから房総半島はるか南

東沖から北にのび，福島県沖にたつする蛇行状の押し引

きの不連続があるこ之がわかる.
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第5図千葉県中部の押し引きの鉛直分布
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第6図震央の押し引きの鉛直分布

~ 3 初動方向のかたより!こついて

初動の水平成分を合成し，震央に平行移動させその初

動が震央に向かつて左にかたよっているものをく0)印，

右にかたよっているものを(e)印で示し，そのかたより

の分布を示したのが第7図である.

矢の形は初動の大きさで成分を合成した振巾で，用い

た資料は 127個である.

図から，全体には右にかたよる傾向があるが，山梨県

の北東部と南西部は2，3を除き初動方向が震央方向に

たし、して，左にかたよる傾向が認められるし

~ 4 初動の傾度について

初動方向が震央方向にたいして左右にかたよることが

h 判明したのでそのかたよりの角度を，ここでは傾度とし

た.それぞれの傾度を(+)は右より， (一〉は左よりで記

入した分布図を第8・図にしめした.

図によれば山梨県の東部および西部，千葉県北部，中

部，銚子はるか東方沖等で傾度(50度〉が大きくなってい

るが，これらは地殻構造の不均一に基因するものである

う.

なお第9図はP波走時の偏差図であるが，こ、の偏差の

分布と，第8図とは地域的によくにているようにみえ

る.

資料の(+)は標準走時より早いとき，また(一〉はおそ

いときの秒位の{直である.

~ 5 むすび

( 1 ) 以上総合してみると押し引きの分布は，地域的

に正しく分布しており発震機構も同ーと考えられる.

(2) 初動の分布から千葉県中部を境にして，ある傾

斜をもった不連続面があり，この:不連続は東経 139.50

付近からのびているようにみえる.また，深さもこの付

近が一番深く，東に移動するにしたがって、浅くなってい

る.

(3) 房総半島はるか南東沖から，北にのび福島県沖

に達する初動の不連続があり，蛇行状をなして存在して

いるようにみえる.
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第7図

-5-



6 n人弓F:
d央 J.t"..:: 時報第 34巻第 1，2，3号

動の込

-6-



印府における初動方向からみた地震の活動域について一一山本明雄・高橋仁造 7 
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第9図 P波走時の偏差図
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